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1 調査概要
調査件名：
「職業実践専門課程の実態等に関する調査研究」アンケート調査
調査方法：
ウェブアンケート調査（要望に応じ、紙媒体で実施）
調査対象、及び回収数／配布数（回収率）（2015年12月7日時点）：

学科 2,275件／5,280件（43.1％）（認定を受けていない学科を含む）
在学生 8,531件／ 21,120件（40.4％）
連携企業 974件／2,042件（47.7％）
卒業生 784件／2,042件（38.4％）

調査項目（学科調査）：
基本事項（学科区分、生徒数、教職員数、志願者数、就職率、中退率等）
認定要件に係る事項（企業と連携した教育課程編成、実習・演習、教員研修、学
校評価、情報公開）それぞれに関する、実施状況、効果、課題等
全般的な効果や行政等への要望等

※本報告では、11月25日回収時点の学科調査（回答2,069件）のみを対象
※在学生調査は、各学科4名に依頼。連携企業、卒業生調査は、認定学科（2,042学科）のみを対象に、各1企業、卒業生に依頼
※現在、回収督促中（12/11締切）
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2 概況 ①回答学科属性（学科区分）

工業関係（24.1％）、商業実務関係（22.3％）、文化・教養関係（18.2％）、医療関係
（14.9％）の上位4区分で、約8割を占める

図表 学科区分
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2 概況 ②認定の有無、及び時期

回答学科の約6割が認定済み
認定を受けていない学科では、「準備中」と「準備もしていない」がほぼ同割合（約2割）

42.6 16.5 21.1 19.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=2,069]

認定を受けている（平成26年3月認定） 認定を受けている（平成27年2月認定）

認定を受けていないが、準備中である 認定を受けておらず、準備もしていない

図表 認定有無、及び時期
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]

改善した やや改善した あまり改善していない 改善していない わからない

教育内容に対する生徒

の満足度の向上

生徒の実践的・専門的

な知識・技能の習得

生徒の基礎的・汎用的

な能力の習得（社会人

基礎力等）

生徒が希望する進路の

実現

連携企業への就職者数

の増加

2 概況 ③認定を受けた効果（1）

以下の項目で「改善した」に着目すると、認定を受けている学科ほど、かつ認定から時間が経過し
ている学科ほどおおむね回答割合が高い傾向（ただし「やや改善した」を含めると状況は異なる）

図表 平成26年4月以降の改善状況（認定有無・時期別）①
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0.6

3.5
1.4

2.9
0.1

1.2
0.0

0.7
0.5

1.8
0.0
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0.7
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4.1
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5.6
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3.5
3.2

8.1
13.0

2.9
3.4
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]

改善した やや改善した あまり改善していない 改善していない わからない

生徒の学習時間の増加

生徒の学習意欲の向上

就職先となる（なりうる）

業界において求められる

能力に対する教職員の

理解の向上

就職先となる（なりうる）

業界において求められる

能力に関する教員の指

導力の向上

教職員の学校運営への

参画意識の向上

2 概況 ③認定を受けた効果（2）

以下の項目で「改善した」に着目すると、「認定済」や「認定準備中」の学科は、「未認定で準備な
し」の学科に比べ、回答割合が高い傾向（逆に後者は「あまり改善していない」の割合が高い）

図表 平成26年4月以降の改善状況（認定有無・時期別）②
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]

改善した やや改善した あまり改善していない 改善していない わからない

実践的・専門的な知識

等の学校運営への反映

教育課程の組織的・定

期的な見直しの実施

学内組織の組織的・定

期的な見直しの実施

企業等、外部組織との

連携強化（企業等による

積極的な教育への参

教職員のコンプライアン

スやアカウンタビリティに

関する意識の向上

2 概況 ③認定を受けた効果（3）

図表 平成26年4月以降の改善状況（認定有無・時期別）③

以下の項目で「改善した」に着目すると、認定を受けている学科ほどおおむね回答割合が高い傾向
（かつ「未認定で準備なし」の学科は、「あまり改善していない」の回答割合が高い）
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20.3

13.5
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16.6
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40.8
34.2

46.0

7.7
4.7
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8.6

2.5
0.6
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3.7
1.0

1.2
2.1

2.0
1.7

1.2
1.4

1.7
6.3

5.9
3.9
2.7

14.1
1.5

3.9
3.4

16.6
7.3
7.8
9.8

15.3
2.1

4.8
8.8

17.5
9.1
8.9

12.2
20.4

9.4
9.6
9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]
認定済（H26）[N=882]
認定済（H27）[N=341]
未認定で準備中[N=436]
未認定で準備なし[N=408]

改善した やや改善した あまり改善していない 改善していない わからない

教育施設・設備等の教

育環境の向上

情報提供による学外関

係者による学校の理解

度の向上

学校関係者による学校

の理解度の向上

就職先となる（なりえる）

企業・業界からの評価

入学希望者（応募者）、

その保護者及び在籍高

校等からの評価や問合

2 概況 ③認定を受けた効果（4）

図表 平成26年4月以降の改善状況（認定有無・時期別）④

以下の項目で「改善した」に着目すると、認定を受けているか準備中の学科ほどおおむね回答割合
が高い傾向（かつ「未認定で準備なし」の学科は、「あまり改善していない」の回答割合が高い）
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74.3

77.5

73.1

64.1

41.6

28.4

58.8

11.0

13.6

7.2

30.5

35.7

38.5

16.0

4.7

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業における「職業実践専門課程」の認知度向上

高校における「職業実践専門課程」の認知度向上

認定による効果の明確化

認定課程を有する学校への経済的支援

連携企業に対するインセンティブの付与

学校と連携企業のマッチング機会の拡充

認定手続きの簡素化

認定スケジュールの変更や年間の認定回数の増加

質保証を重視した認定要件の変更

認定課程に対する定期的なモニタリングや実態調査の仕組み作り

関係団体や行政による企業と連携した研修機会の増加

「職業実践専門課程」に関する事例集やガイドラインの作成・普及

学校関係者評価における企業や高校関係者等の委員の就任促進に向けた働きかけ

ホームページでの情報公開の様式の統一

その他

上記の要望はない

[N=2,069]

2 概況 ④認定取得／運営における行政等への要望

7～8割が、「認知度向上」や「認定による効果の明確化」と回答
次いで「経済的支援」（64.1％）、「認定手続きの簡素化」（58.8％）の順

図表 認定取得または運営における行政等に対する要望
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3 教育課程編成委員会 ①委員会での議論内容

委員会等で審議にあてた時間が多いものは、「就職先となる（なりうる）業界の人材ニーズ」「人
材像の明確化」「学習目標の明確化」と目標設定に係るものが上位

図表 委員会等での実際の審議項目（多い順に5つまで）

53.2
55.3

41.5
62.2

34.0
18.6

48.5
8.0

37.6
4.6

28.2
4.1
2.8
1.6
1.4
2.4

9.7
0.7

0% 20% 40% 60% 80%

当該課程で養成する人材像の明確化

当該課程の学習目標（知識や技能のレベル）の明確化

就職先となる（なりうる）業界の動向

就職先となる（なりうる）業界の人材ニーズ

教育課程の構成の見直し

授業科目の新設

既存の授業内容・授業方法の改善

授業科目以外の教育機会の提供（講演会等）

実習・演習等の質の充実

実習・演習等の時数の増加

実習・演習等における企業等との連携方策

施設・設備／実習機材等の充実

授業時間以外の学習支援方法（補習等）の見直し

企業等の協力を得た生徒募集活動の実施

入学者に求める要件等の見直し

成績評価や卒業時の要件等の見直し

教員に求められる資質や育成方法等の見直し

その他

[N=1,554]
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3 教育課程編成委員会 ②効果（1）

「実現した」または「実現に向けた取組を開始した」に着目すると、認定要件を満たす委員会を設
置している学科ほど、おおむね回答割合が高い傾向（ただし項目により状況は異なる）
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37.3

21.6
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43.3

22.1

45.0

39.8

10.7

46.5

42.0

10.7

29.1

25.1

15.6

21.1

16.7
18.0

9.5

15.5

16.4

10.5

14.8

19.7

14.9

18.8

22.1

14.1

20.9

27.0

26.0

41.3

32.0

27.0

41.8
24.6

5.3

4.5

18.0

2.2

3.1

15.6

3.0

7.3

36.1

2.6

5.9

32.8

12.0

12.9

32.0
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22.3
45.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

実現した 実現に向けた取組を開始した 実現に向けた取組の予定がある 実現に向けた取組の予定はない

当該課程で養成する人

材像の明確化

当該課程の学習目標

（知識や技能のレベル）

の明確化

就職先となる（なりうる）

業界の動向を踏まえた

教育課程編成

就職先となる（なりうる）

業界の人材ニーズを踏

まえた教育課程編成

授業科目の新設

教育課程の構成の見直し

図表 平成26年4月以降の取組状況（教育課程編成における企業等との連携体制別）①
●編成委員会を設置し
ている
⇒「①認定要件を満た
す企業等が参画する教
育課程編成委員会等
を設置している」

●人材ニーズ把握あり
⇒「②認定要件を満た
さないが、企業等担当
者が参画する委員会等
を設置している」又は
「③委員会は設置して
いないが、組織として企
業の人材ニーズ等を把
握している」又は「④委
員会は設置していない
が、個々の教職員経由
で人材ニーズ等を把握
している」

●人材ニーズ把握なし
⇒「①～④の連携を
行っていない」

※次頁、次々頁も同様



Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. 12

3 教育課程編成委員会 ②効果（2）

38.4

28.2

22.1

38.4

39.8

38.5

35.5

36.7

32.8

19.2

19.3

15.6

42.3

30.9

15.6

21.2

27.5
25.4

44.8

48.4

32.0

23.1

12.0

15.6

46.3

42.6

20.5

18.1

13.9

7.4

34.4

34.0

10.7

28.4

36.2
16.4

15.2

19.2

33.6

27.0

37.4

23.8

15.5

15.3

27.9

23.3

17.5

19.7

20.0

23.1

14.8

30.0

23.5
20.5

1.6

4.2

12.3

11.5

10.8

22.1

2.7

5.4

18.9

39.4

49.3

57.4

3.4

12.0

59.0

20.3

12.7
37.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

実現した 実現に向けた取組を開始した 実現に向けた取組の予定がある 実現に向けた取組の予定はない

既存の授業内容・授業

方法の改善

授業科目以外の教育機

会の提供（講演会等）

実習・演習等の質の充

実

実習・演習等の時数の

増加

施設・設備／実習機材

等の充実

実習・演習等における企

業等との連携の充実

図表 平成26年4月以降の取組状況（教育課程編成における企業等との連携体制別）②

「実現した」または「実現に向けた取組を開始した」に着目すると、認定要件を満たす委員会を設
置している学科ほど、おおむね回答割合が高い傾向（ただし項目により状況は異なる）
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3 教育課程編成委員会 ②効果（3）

「実現に向けた取組を開始した」に着目すると、認定要件を満たす委員会を設置している学科ほど、
おおむね回答割合が高い傾向（ただし項目により状況は異なる）

21.0

26.2

25.4

15.9

18.1

13.9

3.2

10.1

9.8

15.1

15.6

13.1

19.2

13.9

16.4

27.5

19.1

20.5

15.9

12.5

6.6

12.4

12.0

9.8

15.4

10.1

9.8

37.3

27.1

19.7

30.0

39.6

23.8

21.5

20.2

14.8

17.9

17.7

17.2

27.0

39.9

20.5

30.6

45.8

32.8

21.5

15.1

30.3

46.7

49.2

64.8

66.5

60.1

63.1

42.5

34.4

56.6

12.9

13.2

31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

編成委員会を設置している[N=1521]

人材ニーズ把握あり[N=425]

人材ニーズ把握なし[N=122]

実現した 実現に向けた取組を開始した 実現に向けた取組の予定がある 実現に向けた取組の予定はない

授業時間以外の学習支

援方法（補習等）の見直

し

企業等の協力を得た生

徒募集活動の実施

入学者に求める要件等

の見直し

成績評価や卒業時の要

件等の見直し

教員に求められる資質

や育成方法等の見直し

図表 平成26年4月以降の取組状況（教育課程編成における企業等との連携体制別）③
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3 教育課程編成委員会 ③課題・負担

設置・運営上の課題は、「業界団体の委員確保」「日程調整等の事務負担」「企業等の委員確
保」「教職員の対応時間確保」の順

図表 企業と連携した委員会等（認定要件を満たさないものを含む）の設置・運営上の課題・負担

18.5%

33.2%

5.0%

5.3%

4.8%

4.9%

2.9%

4.4%

28.3%

12.8%

15.6%

35.1%

34.5%

22.7%

28.2%

20.7%

20.5%

13.0%

31.5%

35.6%

34.0%

12.5%

30.8%

19.5%

51.0%

41.4%

48.3%

52.2%

50.1%

45.1%

21.7%

36.1%

31.7%

15.5%

12.8%

21.3%

25.1%

26.3%

22.4%

34.0%

19.0%

14.4%

17.1%

40.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協力の得られる企業等の委員の確保が難しい

協力の得られる業界団体の委員の確保が難しい

教育課程の改善につながる意見収集や議事設定が難しい

学校関係者評価委員会や評議員会との検討内容の分担が難しい

会議資料の作成が難しい

報告事項が多く議論にあてる時間が十分確保できない

学科の教育理念・教育資源と企業等の期待・要望のかい離が大きい

審議結果を実際の活動に反映させるのが難しい

日程調整等の事務業務が負担である

教職員の対応時間を十分に確保できない

会議費用等が負担である

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
[N=1,554]
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4 実習・演習等 ①実施状況（企業内実習）

企業内実習は、「専門現場実習（非法令義務：単位有）」「職場体験型インターンシップ」の順
認定有無別にみると、「専門現場実習（非法令義務：単位無し）」以外で、認定課程のほうが
実施率が高い

23.2

1.7

31.2

9.9

29.7

29.6

0% 20% 40% 60% 80%

企業内実習（法令義務）（単位
有り）の実施

企業内実習（法令義務）（単位
無し）の実施

企業内実習（非法令義務）（単
位有り）の専門現場実習の実施

企業内実習（非法令義務）（単
位無し）の専門現場実習の実施

企業内実習（職場体験型インター
ンシップ）の実施

上記のいずれも行っていない

[N=2,069]

25.9

2.0

33.7

9.5

31.6

24.2

19.3

1.4

27.6

10.5

27.0

37.4

0% 20% 40% 60% 80%

企業内実習（法令義務）（単位
有り）の実施

企業内実習（法令義務）（単位
無し）の実施

企業内実習（非法令義務）（単
位有り）の専門現場実習の実施

企業内実習（非法令義務）（単
位無し）の専門現場実習の実施

企業内実習（職場体験型インター
ンシップ）の実施

上記のいずれも行っていない

認定課程[N=1223] 非認定課程[N=844]

図表 企業内実習の実施状況（左：単純集計、右：認定有無別）
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4 実習・演習等 ①実施状況（企業等と連携した学内実習・演習）

学内実習での企業等との連携は、「講師派遣」「授業内容に対する助言」「学習成果の評価」の順
認定有無別にみると（演習）、全般的に認定課程のほうが連携の実施率が高い
（実習については、あまり差が見られず）

64.1

44.6

56.5

41.8

50.0

6.2

19.3

57.5

33.1

53.4

38.4

40.5

3.5

19.9

0% 20% 40% 60% 80%

企業等からの講師派遣

教材・教育資材等の企業等からの提供

授業内容に対する企業等からの助言

指導方法に対する企業等からの助言

学習成果に対する企業等による評価

その他

上記のいずれも行っていない

認定課程[N=882] 非認定課程[N=341]
演習

図表 学内での実習における企業等との連携状況（左：単純集計、右：認定有無別（演習のみ））

57.7

39.4

53.0

44.1

50.6

6.1

23.6

54.2

35.9

47.9

35.8

38.9

4.4

27.6

0% 20% 40% 60% 80%

企業等からの講師派遣

教材・教育資材等の企業等からの…

授業内容に対する企業等からの助言

指導方法に対する企業等からの助言

学習成果に対する企業等による評価

その他

上記のいずれも行っていない

実習[N=2069] 演習[N=2069]
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4 実習・演習等 ②効果（企業内実習）
全般的な傾向として、「専攻分野に関わる知識・技能」「専攻分野の関連領域の知識」「協調・協
働した行動」「コミュニケーション」の回答割合が高い
同様に、「法令義務」「非法令義務の専門現場実習」「体験型インターンシップ」の順で効果が認
識されている傾向

94.3

89.1

86.8

49.6

55.7

76.7

83.6

85.8

49.6

58.3

69.4

58.9

6.5

0.6

88.2

80.8

79.6

51.1

51.8

64.1

73.7

78.7

37.3

40.7

54.1

62.5

8.4

0.5

78.0

74.6

67.2

48.9

47.0

62.0

76.6

78.9

29.4

34.5

46.5

61.1

10.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専攻分野に直接関わる専門知識

専攻分野の関連領域の知識

専攻分野の技能

優先順位をつけてスピード感を持って物事をこなせること

正確に物事をこなせること

相手の状況や考え方を考慮して話ができること

報告、連絡、相談など仕事で求められるコミュニケーションができること

人との関係を大切にし、協調・協働して行動できること

筋道を立てて考え、具体的に表現できること

問題を発見し、原因を考え、解決に向け取り組めること

困難に直面してもあきらめずにやりぬけること

様々な情報を活用しながら、自分の将来にわたっての働き方を考えられること

仕事に必要な最低限の会話や説明を外国語でできること

上記のいずれも身につけることができていない

企業内実習（法令義務）（※2）[N=494]
企業内実習（非法令義務）の専門現場実習[N=761]
企業内実習（職場体験型インターンシップ）[N=615]

図表 企業内実習により、以前に比べ生徒が身につけられたこと（企業内実習種別）
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68.5

57.1

61.2

21.8

24.8

30.9

35.4

44.9

24.2

26.3

29.0

37.7

2.8

28.9

37.1

31.8

43.1

53.1

51.0

49.7

42.3

50.4

49.3

41.5

41.8

11.8

2.4

5.4

6.5

31.6

19.5

15.4

12.8

10.8

22.4

21.1

26.1

17.4

31.8

0.2

0.5

0.6

3.5

2.7

2.6

2.0

2.0

3.0

3.2

3.4

3.2

53.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専攻分野に直接関わる専門知識

専攻分野の関連領域の知識

専攻分野の技能

優先順位をつけてスピード感を持って物事をこなせること

正確に物事をこなせること

相手の状況や考え方を考慮して話ができること

報告、連絡、相談など仕事で求められるコミュニケーションができること

人との関係を大切にし、協調・協働して行動できること

筋道を立てて考え、具体的に表現できること

問題を発見し、原因を考え、解決に向け取り組めること

困難に直面してもあきらめずにやりぬけること

様々な情報を活用しながら、自分の将来にわたっての働き方を考えられること

仕事に必要な最低限の会話や説明を外国語でできること

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

[N=1,767]

4 実習・演習等 ②効果（企業等と連携した学内実習・演習 ）

図表 企業等と連携した学内実習・演習により、以前に比べ生徒が身につけられたこと

全般的な傾向として、企業内実習と同様の「専攻分野に関わる知識・技能」「専攻分野の関連領
域の知識」「協調・協働した行動」「コミュニケーション」や「働き方を考えられること」の回答割合が高い
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18.9

15.2

6.6

5.1

7.5

7.5

36.9

43.8

32.6

19.9

46.7

41.6

26.9

26.5

46.3

51.3

32.9

36.2

17.2

14.6

14.6

23.6

12.9

14.8

0% 20% 40% 60% 80%100%

協力の得られる企業等の確保が難しい

企業等との連絡・調整が負担である

企業内実習の内容・方法について企業
等と教職員での認識共有が難しい

連携に必要な規程・文書等の作成が
難しい

企業等の担当者の対応時間を十分に
確保できない

教職員の対応時間を十分に確保でき
ない

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

[N=1,457]

25.7

19.3

6.0

5.5

17.3

9.1

41.4

41.0

36.7

28.5

40.5

33.4

19.5

26.5

41.9

44.2

29.6

43.1

13.5

13.2

15.4

21.8

12.6

14.4

0% 20% 40% 60% 80%100%

協力の得られる企業等の確保が難しい

企業等との連絡・調整が負担である

実習・演習の内容・方法について企業
等と教職員での認識共有が難しい

連携に必要な規程・文書等の作成が
難しい

企業等の担当者の対応時間を十分に
確保できない

教職員の対応時間を十分に確保でき
ない

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

[N=1,767]

4 実習・演習等 ③課題・負担

「あてはまる」に着目すると、「企業等の協力確保」「企業等との連絡調整」が上位
企業等と連携した学内実習・演習では、企業内実習に比べ、「企業等担当者の時間確保」を「あ
てはまる」に挙げた割合が高い

図表 実習・演習等における企業等との連携上の課題・負担（左：企業内実習、右：企業等と連携した学内実習・演習）
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4.6

1.5 1.0

3.6 20.4 3.1 20.2 45.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度
[N=2069]

企業内実習（法令義務） 企業内実習（非法令義務）（専門現場実習
企業内実習（非法令義務）（職場体験型インターンシップ） 学内での実習（企業等と連携のあるもの）
学内での実習（企業等と連携のないもの） 学内での演習（企業等と連携のあるもの）
学内での演習（企業等と連携のないもの） 講義

4 実習・演習等 ④授業時数（1）

授業時数の構成は、全体の半分弱（45.7％）が講義。企業内実習は1割弱（7.1％）
企業と連携した実習・演習（企業内実習、及び企業と連携した学内実習・演習等）は、全体の
1割強（13.8％）

図表 授業時数の構成（平成26年度）

企業内実習
（7.1％）

学内実習（24.0％）
うち企業連携（3.6％）

学内演習（23.2％）
うち企業連携（3.1％） 講義（45.6％）

実習・演習（54.3％）
うち企業連携（13.8％）
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4 実習・演習等 ④授業時数（2）

認定有無・時期別に授業時数の構成をみると、認定を受けている学科ほど、かつ認定から時間が
経過している学科ほど、実習、演習それぞれについて、企業と連携しているものの割合が高い

図表 授業時数の構成（平成26年度）

5.0

4.6

3.4

5.1

1.8

1.5

1.3

1.2

1.1

0.9

0.7

1.1

5.2

3.0

2.9

1.5

17.8

21.8

24.4

19.6

4.3

2.7

2.1

1.5

20.9

23.4

19.8

15.2

43.9

42.1

45.4

54.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けている（平成26年3月認定）[N=882]

認定を受けている（平成27年2月認定）[N=341]

認定を受けていないが、準備中である[N=436]

認定を受けておらず、準備もしていない[N=410]

企業内実習（法令義務） 企業内実習（非法令義務）（専門現場実習

企業内実習（非法令義務）（職場体験型インターンシップ） 学内での実習（企業等と連携のあるもの）

学内での実習（企業等と連携のないもの） 学内での演習（企業等と連携のあるもの）

学内での演習（企業等と連携のないもの） 講義
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企業内実習（法令義務）

企業内実習（非法令義務）（専門現場実習

企業内実習（非法令義務）（職場体験型インターンシップ）

学内での実習（企業等と連携のあるもの）

学内での実習（企業等と連携のないもの）

学内での演習（企業等と連携のあるもの）

学内での演習（企業等と連携のないもの）

講義

認定を受けている（平成26年3月認定）[N=882] 認定を受けている（平成27年2月認定）[N=341]
認定を受けていないが、準備中である[N=436] 認定を受けておらず、準備もしていない[N=410]

4 実習・演習等 ④授業時数（3）

認定有無・時期別に、授業種別の授業時数の平均値をみると、認定を受けている学科ほど、かつ
認定から時間が経過している学科ほど、実習、演習それぞれについて、企業と連携しているものの値
が高い

図表 授業時数の平均値（平成26年度）
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59.9

38.3

11.3

48.1

11.3

59.4

71.7

8.4

0% 20% 40% 60% 80%

学内研修への企業等からの講師派遣

学内研修への企業等からの助言

実務経験習得のための企業等での教員の受け入れ

企業等との情報交換会の開催

企業等との共同研究の実施

企業主催の研修への教員の参加

業界団体・経済団体主催の研修への教員の参加

上記の連携は行っていない

[N=2,069]

5 教員研修 ①企業等との連携状況（1）

図表 教員研修における企業等との連携状況

教員研修における企業等との連携状況は、「業界団体・経済団体主催の研修への教員参加」
「学内研修への企業等からの講師派遣」「企業主催の研修への教員参加」が上位
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5 教員研修 ①企業等との連携状況（2）

図表 教員研修における企業等との連携状況（認定有無別）

認定有無別に連携状況をみると、認定課程のほうが、非認定課程に比べて、すべての項目で連
携している回答割合が高い

63.3

40.3

13.4

57.1

14.3

63.7

77.7

2.7

55.0

35.5

8.2

35.2

7.0

53.1

63.0

16.5

0% 20% 40% 60% 80%

学内研修への企業等からの講師派遣

学内研修への企業等からの助言

実務経験習得のための企業等での教員の受け入れ

企業等との情報交換会の開催

企業等との共同研究の実施

企業主催の研修への教員の参加

業界団体・経済団体主催の研修への教員の参加

上記の連携は行っていない

認定課程[N=1223] 非認定課程[N=846]
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5 教員研修 ②課題・負担

22.2

18.6

9.5

15.4

1.1

34.7

33.5

45.1

49.6

9.4

28.9

33.8

30.9

24.4

46.2

14.2

14.1

14.6

10.7

43.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協力の得られる企業等の確保が難しい

企業等との連絡・調整が負担である

企業等の担当者の対応時間を十分に確保できない

教職員（参加者）の対応時間を十分に確保できない

教職員（参加者）の能力向上に対する意識が低い

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない[N=1,767]

図表 企業等と連携した教員研修の実施上の課題・負担

「あてはまる」に着目すると、「企業等の協力確保」「企業等との連絡調整」が上位
「ややあてはまる」まで含めると、「教職員（参加者）の時間確保」が上位
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100.0

100.0

80.0

49.5

17.0

16.6

3.0

33.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けている（平成26年3月認定）[N=873]

認定を受けている（平成27年2月認定）[N=340]

認定を受けていないが、準備中である[N=436]

認定を受けておらず、準備もしていない[N=410]

実施している 実施していないが、実施の予定がある 実施していおらず、実施の予定もない学校関係者評価

21.7

18.2

17.2

9.0

47.5

33.4

41.1

21.0

30.8

48.4

41.7

70.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けている（平成26年3月認定）[N=882]

認定を受けている（平成27年2月認定）[N=341]

認定を受けていないが、準備中である[N=436]

認定を受けておらず、準備もしていない[N=410]

実施している 実施していないが、実施の予定がある 実施していおらず、実施の予定もない第三者評価

6 学校評価 ①実施状況

学校関係者評価では、準備中の学科で8割、準備もしていない学科で約5割が実施
第三者評価では、H26年度認定学科は、「実施の予定がある」割合が高い（47.5％）

図表 学校評価の実施状況（認定有無・時期別）（上：学校関係者評価、下：第三者評価）
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26.2
53.0
51.2

45.3
56.1

22.3
3.9

40.8
34.7
32.9

9.3
3.4
6.5

24.7
1.5
1.2

0% 20% 40% 60% 80%

重点目標
教育理念・目的・人材育成像

学校運営（運営方針・事業計画・組織・情報公開等）
教育課程編成・教育到達レベル

教育方法・教育評価
資格取得支援

教職員の確保・育成
学習成果

生徒支援（進路支援、経済支援、生徒相談体制等）
教育環境（施設・設備、学外との連携体制等）

生徒の受入れ募集
財務

法令等の遵守
地域貢献・社会貢献

国際交流
その他

[N=1,765]

6 学校評価 ②学校関係者評価委員会での議論内容

学校関係者評価委員会で審議にあてた時間が多いものは、「教育方法・教育評価」「教育理念・
目的・人材育成像」「学校運営」が上位

図表 学校関係者評価委員会での実際の審議項目（多い順に5つまで）
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6 学校評価 ③課題・負担

18.9

29.1

38.5

2.0

4.4

7.6

7.3

5.3

15.7

10.0

8.7

33.2

33.0

21.3

7.9

21.9

19.1

26.0

31.2

47.6

30.7

22.0

32.5

23.6

20.6

42.6

39.9

44.3

46.0

48.1

23.2

44.1

31.0

15.4

14.2

19.6

47.4

33.8

29.0

20.7

15.5

13.5

15.2

38.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協力の得られる企業等の委員の確保が難しい

協力の得られる業界団体の委員の確保が難しい

協力の得られる高等学校の委員の確保が難しい

学校関係者評価の目的を委員に理解してもらえていない

教育課程編成委員会や評議員会との検討内容の分担が難しい

会議資料の作成が難しい

報告事項が多く議論にあてる時間が十分確保できない

審議結果を実際の活動に反映させるのが難しい

日程調整等の事務業務が負担である

教職員の対応時間を十分に確保できない

会議費用が負担である

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
[N=1,764]

図表 学校関係者評価委員会の設置・運営上の課題・負担

設置・運営上の課題は、「日程調整等の事務負担」「業界団体の委員確保」「高等学校の委員
確保」の順
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6 情報提供 ①提供情報（1）

全般的に認定課程の提供割合が若干高い
以下の項目の中では、「事業報告書」の情報提供で、認定有無による差が大きい

93.5

93.3

80.9

94.0

66.6

76.1

89.2

91.3

87.2

86.3

88.8

53.1

91.7

86.8

80.3

83.7

60.3

65.6

84.6

89.1

80.5

83.1

82.9

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針、特色

学校の沿革、歴史

入学者に関する受入れ方針

資格取得、検定試験合格等の実績

教職員の組織、教員の専門性

キャリア教育への取組状況

就職支援等への取組支援

学校行事への取組状況

生徒支援への取組状況

学生納付金の取扱い（金額、納入時期等）

活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案内…

事業報告書

認定課程[N=1223] 非認定課程[N=846]

図表 ホームページで提供している情報（認定有無別）①
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6 情報提供 ①提供情報（2）

68.1

77.3

40.8

90.9

61.8

44.3

36.3

33.0

93.8

89.5

0.0

40.0

54.8

24.0

65.6

47.3

37.6

17.5

14.4

91.6

85.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸借対照表

収支計算書

監査報告書

自己評価・学校関係者評価の結果

評価結果を踏まえた改善方策

留学生の受入れ・派遣状況

外国の学校等との交流状況

学則

学校行事・イベント情報

日常的な話題提供（最近の出来事等）

上記の情報はホームページで公開していない

認定課程[N=1223] 非認定課程[N=846]

図表 ホームページで提供している情報（認定有無別）②

全般的に認定課程の提供割合が高い
「財務・監査状況」「外国の学校等との交流状況」「学則」などで、認定有無による差が大きい
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27.2

38.7

10.9

12.2

6.6

7.9

20.9

31.1

33.2

28.7

47.2

41.5

22.9

23.2

47.9

30.6

24.1

16.8

26.0

21.4

48.5

49.2

21.6

24.6

15.4

15.8

15.9

25.0

22.0

19.7

9.6

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業に魅力のあるコンテンツの作成

高校生に魅力のあるコンテンツの作成

在学生に魅力のあるコンテンツの作成

公開対象の判断（財務情報等）

情報公開に対する教職員の意識の不足

教職員のICTリテラシーの不足

教職員の対応時間の確保

作成・運用費用の負担

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

【非認定課程】[N=837]

17.6

25.1

11.8

7.4

3.4

5.7

16.4

19.5

30.5

29.9

35.5

37.4

23.0

23.3

47.4

38.9

37.1

25.2

38.2

34.3

46.0

44.9

25.3

25.8

14.8

19.8

14.6

20.9

27.6

26.1

10.8

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業に魅力のあるコンテンツの作成

高校生に魅力のあるコンテンツの作成

在学生に魅力のあるコンテンツの作成

公開対象の判断（財務情報等）

情報公開に対する教職員の意識の不足

教職員のICTリテラシーの不足

教職員の対応時間の確保

作成・運用費用の負担

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

【認定課程】[N=1223]

6 情報提供 ②課題・負担

認定有無に係らず「教職員の対応時間確保」「高校生に魅力あるコンテンツ作成」「作成・運用費
用の負担」が上位だが、全体的に認定を受けていない学科において、やや高い課題意識

図表 ホームページでの情報提供上の課題・負担（認定有無別）（左：認定課程、右：非認定課程）
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